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団地居住者の家計に関する一考察（続報）
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エンゲル係数は2人世帯が小さく，3人4人と大きくなり，
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「雑費」の割
合が減少していくことは，一般の現象と同様である。これは，世帯員数の増
加に比して，生活費が増加していないためであり，前報で，団地家庭は一般
家庭より合理的生活態度をとるように見えると述ぺたが，世帯員数による家
計の動きは，一般の場合と余り変ってはいない。
B　家計調査家計との比較
　家計調査の世帯員数別家計を第6表B，B’第2図Bに示した。団地家計
は，2人世帯～4人世帯，いつれも，殆どの費目が高額となっているが，被
服費のみは家計調査家計の％以下である。
　エンゲル係数は団地の方が小さい事は当然であるが，4人世帯ではかえっ
て大きくなっている。これは食生活に重点をおいた生活態度を示していると
　　　　　　　　　　　　　　2）
考えられるが，「最低生活費の研究」に示された最低生活費及び食物費の金
　　　　　　　　3）
額を，世帯員一人当り，昭和35年物価，に換算して，団地4人世帯の1人当
り生活費，食物費と比ぺてみると，第7表にみられるような額となり，団地
家計では生活費は最低生活費を大幅に上回るのに比して，食物費の支出に問
題があるように考えられる。
　　　　第7表世帯員一人当り金額（実質）
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3．団地家計の総平均の検討
1の年次別検討で，団地家計は35年～38年の間，実質的にほとんど伸びて
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いないことがみられたので，212世帯について実質金額の総平均を算出し，
昭和35年の家計調査家計と比較してみると，第8表のようで，可処分所得
消費支出はほとんど差がないが，世帯員数のちがいを考える時，団地家計の
第8表　団地家計総平均と家計調査家計（昭和35年）
（単位＝円）
貰鋸処鰻當貯蓄1脚費1（鷲住居費光獺被服難費
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方が，やや程度の高い生活ができるといえるであろう。
　被服費はここでも団地家計は家計調査家計の％以下であるが，前報ではこ
のことを，団地家計が若年家庭のためかと推論したが，参考に，家計調査の
年令別家計をみると，勤労者世帯の世帯主年令による被服費の変化は，若年
層と高年層の間で支出構成比にして2％程度しか差がなかった。又rf｛　一一ナス
の影響については，38年の家計調査の年平均一カ月の被服費約12．9％と夏冬
のボーナス分を差引いた被服費約11．2％との差も僅かであり，これらは団地
家計の被服費に根本的影響を与えるものではないと考えられる。
lV　要　約
　以⊥昭和35年～38年の団地居住者の，入手できた家計212世帯について検討
した結果は，前報3人世帯の検討で得たと同様であったがその特色を記すと，
　1．昭和35年以後の物価の上昇に対して，団地家計では生活費の実質的上
昇がほとんどみられなかった。
　2，　世帯員数の増加に比例して所得が伸びない事は家計調査家計と同じ
で，従って世帯員数の増加と共に生活水準を切り下げるのも，家計調査家計
と同じである。ただ食物費の最低額を守ろうとする態度がうかがわれた。
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　3．住居費は絶対額が家計調査家計にくらべ大きいが，公団住宅に居住す
るという点では動かし難い費用で，このためか被服費はきわめて少ない。
　4．　団地家計の被服費が少ない事は大きな特色で，日本人のやや被服費に
ウェイトをおきすぎる生活態度を改める点で好ましい現象である。
　5．　団地家計の光熱費が多いことは，生活意識と共に電力を要する耐久消
費財の普及度が高いことによると思われる。
　本研究に終始御懇切なる御指導を賜った埼玉大学稲葉ナミ先生に厚く御礼
を申し上げます。　（本学講師）
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